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株式会社 エヌ・ティ・ティ・ドコモ 

Ⅰ 法人の概要（平成 26 年 3 月 31 日現在） 

 １ 所 在 地    東京都千代田区永田町 2丁目 11 番 1 号 

 ２ 設 立 年 月 日    平成 3年 8月 14 日 

 ３ 代 表 者    代表取締役社長  加藤 薰 

 ４ 資 本 金    949,679,500 千円 

 ５ 北九州市の出資金    3,799 千円（出資の割合 0.1％未満） 

 ６ 役 職 員 数 

 
人    数 

合 計 うち本市からの派遣 うち本市退職者 うちその他 

役 員   19 人 0 人 0 人   19 人 

 
常 勤   15 人 0 人 0 人   15 人 

非常勤    4 人 0 人 0 人    4 人 

社 員 24,860 人 0 人 0 人 24,860 人 

 

 

Ⅱ 平成 25 年度事業実績 

 １ 主要な事業内容 

   株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモの主要な事業内容は次のとおり。 

セグメント 主要な事業内容 

携帯電話事業 携帯電話サービス（Ｘｉサービス、ＦＯＭＡサービス）、国際電話サービス、 

衛星電話サービス、各サービスの端末機器販売 等 

その他事業 クレジットサービス、通信販売、音楽ソフト販売、ホテル向けインターネット

接続サービス、モバイル広告販売 等 

 

 ２ 携帯電話事業 

   デバイス（端末）については、幅広いニーズに応えるため、ドコモならではのスマートフォンが選

べるラインナップの充実に努めた。また、ネットワークについては「広さ」「速さ」「快適さ」を追求

し、ドコモの技術力を活かした、強いＬＴＥネットワークの提供を目指した。 

   サービス面では、「ｄマーケット」を中心とした魅力的でより便利なサービスの提供を行うとともに、

顧客の要望と利用形態の変化に応える料金・チャネルの展開に取り組んだ。 

 

 ＜主なサービスの契約数＞ 

  平成 25 年度における携帯電話サービス契約数は 6,311 万契約となった。そのうちＸｉサービス契約数

は 2,197 万契約、ＦＯＭＡサービス契約数は 4,114 万契約となった。 

  パケット定額サービス契約数は、スマートフォンの普及拡大、新パケット定額サービスの導入などに

より、4,015 万契約となった。 

 



－ 295 － 

（単位：千契約） 

区  分 平成 24 年度 平成 25 年度 増 減 増減率(%) 

携帯電話サービス 61,536 63,105 1,569 2.6

 Ｘｉサービス 11,566 21,965 10,399 89.9

 ＦＯＭＡサービス 49,970 41,140 ▲8,830 ▲17.7

パケット定額サービス 38,704 40,148 1,444 3.7

ｓｐモード 18,285 23,781 5,497 30.1

ｉモード 32,688 26,415 ▲6,273 ▲19.2

スマートフォン販売台数 1,329 万台 1,378 万台 49 万台 ― 

解約率 0.82% 0.87% 0.05 ﾎﾟｲﾝﾄ ― 

 

 

Ⅲ 平成 25 年度決算 
 

              貸 借 対 照 表                    損 益 計 算 書 

             （平成 26 年 3 月 31 日現在）    自 平成 25 年 4 月 1 日 

至 平成 26 年 3 月 31 日 

 

 

（単位：百万円） （単位：百万円）

科  目 金 額 科  目 金 額 科  目 金  額 
資 産 の 部  負 債 の 部  電気通信事業営業損益  

固定資産 4,676,773 固定負債 522,467  営業収益  
 電気通信事業固定資産 3,129,555    社債 220,000   音声伝送収入 1,028,439 
  有形固定資産 2,456,203    リース債務 939   データ伝送収入 1,984,697 
   機械設備 961,039    退職給付引当金 141,251   その他の収入 42,810 3,055,947

   空中線設備 594,482    ﾛｲﾔﾘﾃｨﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ引当金 154,774  営業費用  
   線路設備 33,026    資産除去債務 3,258   営業費 841,973 
   土木設備 12,847    その他の固定負債 2,244   施設保全費 335,346 
   建物 346,363    共通費 53,023 
   建築物 80,620 流動負債 1,083,006   管理費 62,872 
   機械及び装置 3,077    買掛金 271,163   試験研究費 62,490 
   車両 194    リース債務 564   減価償却費 683,638 
   工具、器具及び備品 98,143    未払金 528,563   固定資産除去費 61,778 
   土地 197,667    未払費用 12,777   通信設備使用料 206,175 
   リース資産 928    未払法人税等 168,357   租税公課 40,415 2,347,713

   建設仮勘定 127,812    前受金 5,643  電気通信事業営業利益  708,234
  無形固定資産 673,351    預り金 61,093 附帯事業営業損益  
   施設利用権 12,629    その他の流動負債 34,842  営業収益  1,377,032
   ソフトウェア 551,508      営業費用  1,232,124

   特許権 306    附帯事業営業収益  144,897

   借地権 56,921  営業利益  853,131
   リース資産 45  営業外収益  
   その他の無形固定資産 51,939    受取利息 1,887 
 投資その他の資産 1,547,218    有価証券利息 273 
   投資有価証券 374,832    受取配当金 33,723 

   関係会社株式 377,773 負 債 合 計 1,605,474   物件貸付料 5,678 

   その他の関係会社投資 40,129 純 資 産 の 部    雑収入 11,887 53,449

   関係会社出資金 5,632 株主資本 5,428,160 営業外費用  
   長期貸付金 129  資本金 949,679   支払利息 146 
   関係会社長期貸付金 36,840  資本剰余金 685,477   社債利息 3,037 
   長期前払費用 20,587   資本準備金 292,385   投資有価証券評価損 2,274 
   長期未収入金 216,289   その他資本剰余金 393,092   雑支出 1,836 7,294

   長期預け金 240,000  利益剰余金 4,170,172 経常利益  899,287

   繰延税金資産 148,083   利益準備金 4,099 特別損失  
   その他の投資及びその他の資産 87,728   その他利益剰余金   関係会社株式評価損 82,800 82,800

   貸倒引当金 ▲807    特別償却準備金 95 税引前当期純利益  816,486
流動資産 2,400,599    別途積立金 358,000 法人税、住民税及び事業税  303,100
   現金及び預金 85,591    繰越利益剰余金 3,807,976 法人税等調整額  30,153

   受取手形 3  自己株式 ▲377,167 当期純利益  483,232

   売掛金 514,983    
   未収入金 1,067,596 評価・換算差額等    
   有価証券 20,000   その他有価証券評価差額金 43,738 （注）記載金額は百万円未満の端数を切り捨てて表示 
   貯蔵品 245,058     
   前渡金 7,745     
   前払費用 32,973     
   預け金 346,911     
   繰延税金資産 34,794     
   その他の流動資産 54,185     
   貸倒引当金 ▲9,245     

  純資産合計 5,471,898    

資 産 合 計 7,077,373 負債・純資産合計 7,077,373    
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Ⅳ 平成 26 年度事業計画 

  平成 26 年度の重点取り組み事項は次のとおり。 

  ・デバイス（端末） 

    スマートフォン利用者数の更なる拡大と「ケータイ＋タブレット」等の 2台目利用の促進に取り

組み、パケット収入の更なる拡大を目指す。 

  ・ネットワーク 

    「クアッドバンド」最強エリアの構築に向けてＬＴＥにリソースを集中し、ＬＴＥ基地局 4万局

の増加を進める。今夏からはＶｏＬＴＥをスタートさせ、高品質な音声通話を提供する。さらに、

ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄの実証実験を年度内に開始し、早期の商用サービス開始を目指す。 

  ・サービス 

    「ｄマーケット」のストアを拡大し、マーケットの魅力を高め、取扱高を益々拡大するとともに、

ｄマーケットストア契約数の早期 1,000 万達成を目指す。また、国内市場で培った強みや、これま

で築いてきた海外キャリアとの関係を基礎に、サービスにおける国内での取り組みを海外市場へと

拡大し、海外でも収益機会の拡大を狙う。そして、新領域収入として平成 27 年度 1兆円を目指し取

り組んでいく。 

  ・料金、チャネル 

    国内の音声通話を定額とし、パケット通信のデータ通信量を家族間等で分け合え、利用年数に応

じた割引や、25 歳以下を対象とした新たな割引を行う新料金プラン「カケホーダイ＆パケあえる」

を平成 26 年 6 月に開始する。ドコモの強みであるショップ・コールセンター等のチャネルに磨きを

かけるとともに、全社を挙げて、この新料金プランの普及に取り組む。 
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Ⅴ 役 員 名 簿 

平成 26 年 7 月 1日現在 

役 職 名 氏    名 備    考 

代表取締役社長 加 藤  薰 株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ 

代表取締役副社長 吉 澤 和 弘 〃 

〃 坂 井 義 清 〃 

〃 寺 﨑  明 〃 

取締役常務執行役員 尾 上 誠 蔵 〃 

〃 佐 藤 啓 孝 〃 

〃 髙 木 一 裕 〃 

〃 阿 佐 美  弘  恭 〃 

〃 須 藤 章 二 〃 

〃 大 松 澤  清  博 〃 

〃 中 山 俊 樹 〃 

取締役執行役員 紀 伊  肇 〃 

〃 谷 誠 〃 

取 締 役 村 上 輝 康 産業戦略研究所 代表 

〃 中 村 卓 司 日本電信電話株式会社 財務部門担当部長 

常 勤 監 査 役 小 林  徹  

〃 沖 原 俊 宗  

〃 諸 澤 治 郎  

〃 塩 塚 直 人  

監 査 役 辻 山 栄 子  
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